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Six mycobacterial strains which were isolated and identified with some suspicions in 

five hospitals in Japan were retested for their biological and biochemical characteristics for 

correct identification at the Department of Microbiology and Immunology, Shimane 

Medical University.One strain originally classified asGroup IV Mycobacterium
,and 

two unidentified strains were presently identified as Mycobacterium nonchromogenicum

From the Department of Microbiology and Immunology ,Shimane Medical University,

Izumo, 693 Japan.
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complex.Two strains originally identified as M.xenopi were identified by us as M.szulgai 

and M.avium complex, respectively.Finally,one strain originally identified as M.phlei 
was identified by us as M.fortuitum.In these cases,inexactly controlled examinations for 

growth rate, growth at  45°C, Tween 80 hydrolysis, and pigment production or lack of tests 
for certain key characters of a given organism seemed to be main causes of initial incorrect 

identification.
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は じ め に

非結核性抗酸菌 は一般 に抗結核剤や その他の抗菌剤 に

対 して耐 性である1)が,菌 種 あるいは菌株 によって は感

受性を示 し,そ れによる感染症患者 に用 いて有効 な場合

もあ る2)～4)。したが って,分 離 菌 を正 しく同定 し,治

療方針を決定す ることは極 めて重要 な ことで あり,今 日

で は抗酸菌研究専門機 関のみな らず,一 般検査室で も抗

酸菌の同定検査が行 われ るよ うにな ってきた。 しか し,

抗酸菌の同定 にはかな りの経験 を必要 とす る ことか ら,

あまり抗酸菌の同定にな じみの少 ない機関 でなされた検

査成績 には,ま ま誤 りがみ られ るところである。最近,

島根医科大学微生物 ・免疫学教室(以 下教室)へ,わ が

国 の5カ 所の病院で分離 され,一 定 の検査機関 で同定不

能 と回答 され た菌株,あ るい は同定 菌種 に疑 問の もたれ

た菌株計6株 が,同 定検査のため送付 されたので,そ の

得 られた成績 につ いて報告す るとともに若干 の考察 を加

えて みたい。

材料 と方法

(1)供 試菌

非 結核 性抗 酸菌 症患者 の起 炎菌(た だ し,A株 の場

合は一過性 の排菌で あ り,臨 床症状等 より菌株送 付後本

症 は否定 された)と 考 え られ た初代 または1代 継代小川

培地培養菌を1%小 川培地並 びに7H9液 体培地(Difco)

へ移植 ・培 養後,4℃ に保存 し,用 に臨み実験 に供試 し

た。供試 菌 は小川 培地 では,迅 速発育菌 は3～7日,遅

発育 菌 は2～3週,ま た7H9液 体培地 では,前 者で は3

日,後 者 で は5～7日 培 養 した ものを用 いた。 ただ し,

ナイ アシ ン試験 は小川培地上3～4週 間培養菌 を,ま た

α抗原5)の 分析(広 島大学 田坂博信助教授 のご好意 によ

る)に は小川培地 上4～8週 間培 養菌 を用 いた。

(2)同 定法

同定検査 は30項 目につ いて行 われ た6)～12)。ただ し,

すべて の菌株 につ いて,こ れ らの検査のすべてが行 われ

たわけではない。

結 果

Table1は 教室 で行 わ れた供試6菌 株(A-F)の 検

査 性 状 を,ま たTable2は 他 機 関で の同定成績 とわれ

われのそれ とを対比 して示 した もので ある。

A株 はRunyonIV群 に分類 され,そ の 同定 を依頼

された ものであるが,本 菌 は当教室 の検査で は遅発育菌

(発育所要 日数:2週)で,そ の他 の検査性状 もm.non-

chromogenicum complexと 符合 し,本 菌群 と同定 し

えた。

B株 はRunyonH群 菌 で,ピ ク リン酸 培地,PAS

培 地 お よ びHA(hydroxylamine hydrochloride)

(500μg/ml)培 地 上 で の発育 陰性,PNB(p-nitro-

benzoic acid)培 地並 びにEB培 地 上 での発 育陽性,

ナイ ア シン試験陰性,硝 酸塩還元 陽性,Tween80水 解

陰性 の性状を示 した との ことでm.xenopiと 同定 され,

その確認の ために送付 された菌株であ る。 しか し,こ れ

らの性状 につ いての教室での検討成 績によれば,本 菌 は

PNB培 地 並 び にHA(500μg/ml)培 地上 で発育 し,

Tween80水 解(2週 間法)陽 性であ ったが,他 は上記

の性状 が追認 され,ま た集落 はR型,28℃ での光発色

性陽性,ウ レアーゼ陽性で,こ れ らの生物学的 ・生化学

的性状 に加 えるにα抗原 の分析か らもM.szulgaiと 同

定 された。

C株 並 びにD株 はと もにRunyon皿 群菌で45℃ で

の発育 陰性,INH(1μg/ml)培 地 上 で発育 したが,

EB培 地上 で は発育 せず,ナ イアシ ン陰性,耐 熱性 カタ

ラーゼ,ア リルスル ファターゼおよび硝酸塩還元陽性,

ウ レアーゼ およ びTween80水 解陰 性で 同定不能 とい

うことで教室 に同定を依頼 された菌株 である。教室で の

検討 によればINH培 地 での発育 は検討 されていないが,

Tween 80水 解 は1お よび2週 間法 とも陽性(こ の点同

定依頼病院の報告 と異な る)で,そ の他 の性状 を加味す

ると本菌 は明 らかにM.nonchromogenicum complex

と同定 しうるもので あった。

E株 はRunyonH群 菌 で,42℃ で発 育可能,ピ ク
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Table 1.Biological,Biochemical and Antigenic Characteristics of the

 Tested Strains of Nontuberculous Mycobacteria

Table 2. Comparison between Our Results of Identification of the Tested

 Mycobacterial Strains and Those in the Other Laboratories
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リ ン酸 培 地 お よ びPAS培 地 上 発 育 不 能,ナ イ ア シ ン,

硝 酸 塩 還 元,ウ レ ア ー ゼ お よ びTween80水 解 陰 性,

ア リル ス ル フ ァ タ ー ゼ(2週 間 法)陽 性 でM.xenopi

と同 定 され た が,そ の確 認 を依 頼 さ れ た菌 株 で あ る。 教

室 での検 討 に よれば本 菌株 は テル ル酸 塩 還 元 は陰 性 で あ っ

たが,そ の 他 の 生 物学 的 ・生 化 学 的諸 性 状 はM.avium

complexに 一 致 し,ま た 本 菌 群 の α抗 原 を有 す る こと

か らM.avium complexと 同 定 され た。

最 後 に,F株 はscotochromogenicな 迅 速 発 育 菌 で,

45℃ で 発 育 し,ナ イ ア シ ンお よび ア リル ス ル フ ァ ター

ゼ陰性,耐 熱 性 カ タ ラ ー ゼお よ び硝 酸 塩 還 元 陽性 で,m.

pkleiと 同 定 さ れ た菌 株 で,そ の ヒ トに対 す る病 原 性 に

疑 問 を も った 医師 よ り同定 検 査 を依 頼 され た菌 株 で あ る。

教 室 で の検 討 に よ れ ば本 菌 はnonphotochromogenic

な 迅 速 発 育 菌 で,45℃ の 発 育 陰 性,ピ ク リ ン酸 培 地 上

発 育 陽 性,硝 酸塩 還 元,耐 熱 性 酸 性 フ ォ ス タ ー ゼお よ び

ア リルスル フ ァ ター ゼ(3日 法)陽 性 で,m.fortuitum

と 同 定 した が,PASお よ び サ リチ ル酸 分 解 陰 性 の 菌

株13)で あ った 。

考 察

わが国 における5施 設 より同定不能あ るいは確認 のた

めに送付された計6株 の抗酸菌を,島 根医科 大学微生物 ・

免疫学教室で 同定 したので,そ の成績 にっいて若干の考

察 を加 えてみたい。

A株 は迅 速発 育菌 と して詳細 な検 討を依頼 された も

のであ るが,教 室 での発育速度並 びに ピク リン酸培地上

での発育の両性状検査 によ り遅発育菌 に群別 され,さ ら

に諸 性 状 を 検 討 した結 果,Mnonchromogenicum

complexと 同定 され た菌株 である。遅発育菌で も大量

の菌 を1%小 川培地上 に移 植す ると,迅 速発育菌 とあや

まる原因 となるので微量菌を接種 す るよ う意 を払 うべ き

で ある10)。

B株 はM.xenopiと 同定 され,そ の確認 の依頼 を受

けた菌株 であるが,調 べ られ た性状の うち硝酸塩還元 陽

性 で あ る点 はM.xenopiと は考え難 く,ま た本菌種な

らば28℃ での発 育陰性,45℃ で の発育 陽性であ るの

で,そ の検討 を行 っていれば,こ のような誤診 はさけら

れた もの と思 われる。

C株 およ びD株 は ともに同定不能菌株 と して送付 さ

れ た もので あ るが,教 室 での検 討 の結果,両 菌株 とも

.M.nonckromogenicum complexと 同定 された。 こ

れ は両菌株 ともTween80水 解試験 が陽性 であるのを陰

性 と判定 したことに起因 したのか もしれない。

E株 は集落 が淡 黄色 を おび ていた ことよ りRunyon

H群 に分類 され,42℃ で良好な発育を示 した こと,そ

の他 の諸性 状 を勘案 して,M.xenopiと 誤 って同定 さ

れた もの と思 われる。 しか し,教 室へ送付 され た本菌の

集 落 は"buff"で,遅 発 育菌 のRunyon皿 群 に分類 さ

れて然 るべ き菌株 であ り,28℃ での発育陽性,45℃ で

の発 育陰性(m.xenopiで は28℃ 発 育陰性,45℃ 発

育陽性)で,テ ルル酸塩還元能を除 いた諸種の生物学的 ・

生化 学的諸性状 はM.avium complexと よ く符合す る

もので あり,ま たm.avium complexのa抗 原 を有 し

たことか ら本菌群所属菌株 と同定 された。

F株 はm.phleiと して送付 され,教 室 での検討で は

M.fortuitumと 同定 された菌株 である。本例 は健康若

年 者 に一次感 染型 と して発症 し,胸 部X線 像 で両肺野

に空洞病変が認 め られ,そ の喀痰よ り分離,同 定 された

もの であ る。本菌 は淡黄色,45℃ 発育 陽性 で,ア リル

スル ファターゼ陰性 の迅速発育菌であ った とい うことか

らm.pkleiと 同定 され たもの と思われ る。 しか し,教

室での検討 によれば,本 菌 はnonphotochromogenic,

45℃ 発育 陰性,ア リル スル フ ァターゼ試験(3日 法)

陽性 とい う成績 がえ られた。本菌 はPAS並 びにサ リチ

ル酸 分解 こそ陰性 であ ったが,HA(500μg/ml)培 地

並 びにピク リン酸 培地 に発育 し,硝 酸塩還元 および耐熱

性酸性 ホスファターゼ陽性 で,ク エ ン酸塩 を利用 したこ

とか らM.fortuitumと 同定 された。

以上 の6菌 株の同定検査を通 じて言 える ことは,い わ

ばそ の方向づ けを大 き く左右す る集 落の色調(E株,F

株)や 発 育速度(A株)の 検査 が正 し く行 われていれ

ば,ま たB株 のように28℃ お よび45℃ での発育能 が

検査 されていれば,あ るいは正 しい同定が可能 であ った

か もしれない。 さ らにC株 お よびD株 のよ うにTween

80水 解 が正 し く行 わ れて いなか った ことが同定不能 の

原因であ った と考 え られる菌株 もあり,あ る疑われた菌

種 と若干の性 状の違 いがある場合 には,そ の検査を繰返 .

して検討す ることが望 まれる。

ま と め

同定不能 また は確認のため島根 医科大学微生物 ・免疫

学教室 に同定 を依頼 された非結核性抗酸菌6株 を検討 し

た ところ,同 定不能の2株 はいずれ もm.nonchromo-

genicum complexに,ま た同定 が誤 って い た と思 わ

れ る菌株 は,迅 速発育菌 とされて いた もの は遅発育菌 の

M.nonchromogenicum complexに,mxeno .piは

m.szulgaiに,M.xenopiはM.avium complex

に,ま たm.phleiはm.fortuitumに 同定 されたが,

その誤 りの よって来 るところにっ いて若干 の考察を加え

た。
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